
ポイント1

泣いているときは、原因理由をしっかりうけとめて
あげましょう。そのことで自分の気持ちや要求を
積極的に表現しようとする意欲につながります。

ポイント3

子どもが今、注目していることに共感し、言葉を添え、
応答しながら一緒に楽しみましょう。「わかってもらえた」
という経験は、積極的なコミュニケーションへの第一歩と
なります。

ポイント２

喃語も大事なコミュニケーション

赤ちゃんにとって泣く事は
唯一のコミュニケーションの手段

指さし行動は、
積極的なコミュニケーションのはじまり

・・・コミュニケーション能力とは・・・
「言葉や表情・身振りなどによる、人と人との伝えあいの力」です

笑顔は大切です。表情豊かに話しかけましょう。

喃語にも積極的にくり返し応えてあげしましょう。
大人の言葉かけによって発声行動が一層活発になります。
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